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第１回校内研究                 令和４年４月１８日（月） 

 

○ はじめのあいさつ   校長 

○ 会の趣旨について   森下 
 

１ 研究理論について 

  昨年度，「つながり合う授業づくり」 

 

本校がこれまで大切にしてきた協同学習の原点に立  

ち返り，授業づくりの視点を確認しながら，本校に 

合ったものをつくっていく。３つのつなぐ 

 

①友達とつなぐ ②教師とつなぐ ③教材とつなぐ 

 

 

今年度（令和４年度） 

「アウトプットし，つながり合う授業づくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果をリストアップしていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話す 

書く 行動する 

自ら輝こうとする子ども 

自ら輝こうとする子ども 

がんばる子 

やさしい子 支え合う子 

がんばる子 

やさしい子 

支え合う子 

それぞれ，どんな姿なの？ 

みんなで話し合ってみましょう！ 

困っていることを話す・書く・行動する 

分かったことを話す・書く・行動する 

グループや全体で話す・書く・行動するなど 

学習の場面 有効的だったアウトプット

導入部分
・

・

展開 前段
・

・

後段（深める）
・

・

まとめ
・

・

学びを自覚させること（活用へつなが

っていく）が必要 

例えば算数では  

○まスッキリ or モヤモヤ 

それは～ 

先生のまとめを写すのではアウトプッ

トにならない。でも，難しい子には，

言葉を選ばせたり，書き出しを用意し

たりする。 
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※今年度は，アウトプット（話す・書く・行動するなど）で効果的であったものを羅列し，

よりつながり合う授業づくりをしていく。それを，研究のまとめとしていく。大切なこと

は，学習でも自ら輝く子どもの育成を目指す！ 

※来年度は，アウトプット（話す・書く・行動する）だけではなく，インプット（読む・聞

く・覚える・調べる）も大切なので，アウトプットとインプットの行き来や関わりを大事

にする研究へ。 

 

 

２ 具体的な取組 

・個人研究テーマを設定（研究テーマに沿ったものを） 

・一人年２回の学年内公開授業，学年内協議会の実施（１回目の公開を自主公開研究会） 

・低・中・高学年から１回ずつの全体公開授業，協議会の実施 

  ６月２０日（月）学び輝くプロジェクト  ６年２組 山本先生 

 １０月２６日（水）自主公開研究会     １年１組 片岡先生 

  １月２５日（水）全体公開授業      ３年２組 三宅先生 

・こ・保・小・中の連携（合同研修会） 

・学びの共同体実践校の視察（２学期以降…行ければいいが） 
 

 

３ 授業を行うにあたって共通理解事項 

・配布済資料準備 

・岡輝流学び改革～みんなとつながれ協同学習～ 

・学校を改革する 学びの共同体の構想と実践  著者 佐藤学  
 

 

４ 個人研究テーマ 

・全体公開授業調査（時期・教科・授業者）    ・・・４月１５日（金）までに決定 

・学年内公開授業調査（時期・教科） 

・個人研究テーマについて（テーマ名，テーマ設定の理由，具体的な手立て） 

・・・４月２７日（水）17:00 までに電子データで提出 

 

 

 

 

 

 

５ 次回研究推進委員会の内容 5 月 17 日（火）16:10～16:40 

・全体公開授業の日時調整，決定 

・学年内公開授業の計画，授業参観の仕方，協議会の進め方 

・ペア学年による支援（全体公開授業支援マニュアル） 

・授業デザインの書き方 

・学びの共同体実践校の視察・出張について（出張報告書の書き方） 

 

 

６ 昨年度末からの引き継ぎ 

☆校内研の充実のために 

・授業公開までの教案検討・ポイントの共有 

・授業公開後（協議会）の充実 

 

様式は， share －03「研究・研修」－「校内研究」－「各種様式」 

提出先は，share －03「研究・研修」－「校内研究」－「R４年度研究」－「_提出ＢＯＸ」 

ファイル名は「個人名」で！ 
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（１） 全体公開について 

・授業参観・協議会を通して，教科指導・生徒指導・学級経営の仕方を学ぶ 

・研究体制のシステムを積極的に活用する…システムは臨機応変に改編 

・全体公開当日のみの研修にならないように⇒秋山先生（財田小学校元校長，学びの共

同体スーパーバイザー）に早めの伺い 

・授業が公開される前の説明と授業後の協議会での学びを大切にする 

・一人の力では解くことのできない難しい課題（ジャンプ課題）の研究に取り組む 

 

（２）  自主公開・５校園公開研究会について 

・研究を受ける学年団の負担を，いろいろな方面から減らす 

・指導案（授業デザイン）検討会の持ち方を検討し，実行する 

・授業者（学年団）への支援を十分に行う 

・授業者（学年団）は，全体に向けて早めの計画，相談を行う 

 

（３）ジャンプ課題の準備・教材研究・公開授業の準備をしやすい環境づくり 

・各学年の教科書・指導書が自由に閲覧できる棚やスペース 

・参考になる資料の購入 

 

（４）学年内公開授業の有効活用 

・週案を出す前に，教務主任と研究主任に授業日を伝える＆管理職と日程確認⇒全体に

お知らせ⇒学年外の者も参観ＯＫ 

・やってみてよかったジャンプ課題をストックしていく（職員室後ろの棚） 

 

 

７ 研究組織について 

 

 

８ その他 

 

 

○ おわりのあいさつ   教頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやき 1組担任 

かがやき 2組担任 

かがやき 3組担任 
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1 年 1 組担任 

1 年 2 組担任 

（養護教諭） 

2 年 1 組担任 

2 年 2 組担任 

（院内） 
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3 年 1 組担任 

3 年 2 組担任 

（司書） 

4 年 1 組担任 

4 年 2 組担任 

(人権) 
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